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福山市こども・若者世代実態調査 結果速報（暫定値） 

 

１ 調査の概要 

（１）  調査の目的 

「第２期福山市ネウボラ事業計画（（仮称）福山市こども計画）」の策定に向けて、子ども・若者 の抱える不

安や悩みに関する実態や行政へのニーズを把握し、必要となる施策の検討につなげることを目的として実

施しました。 

 

（２） 調査対象 

１５歳～３９歳の市民 3,000人（住民基本台帳からの無作為抽出） 

 

（３） 調査方法 

ハガキに QR コードを掲載して郵送し、Webアンケートにより回答 

 

（４） 調査期間 

２０２４年（令和６年）６月１日～６月２１日 

 

２ 回答状況 

年齢区分 標本数（発送数） 有効回答数 回答率 

１５～１９歳 ６００ １６２ ２７．０％ 

２０～２４歳 ６００ １１６ １９．３％ 

２５～２９歳 ６００ １３１ ２１．８％ 

３０～３４歳 ６００ １４５ ２４．２％ 

３５～３９歳 ６００ １４６ ２４．３％ 

答えたくない ―   ５ ― 

計 ３，０００ ７０５ ２３．５％ 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料３ 
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問１ 年齢［単数回答］ 

 

○「15～19歳」が 23.0％で最も高くなっています。次いで「35～39 歳」が 20.7％、「30～34 歳」が

20.6％となっています。 

 
【回答数：705件】 
 

 

 

問２ 性別［単数回答］ 

 

○「女性」が 60.9％、「男性」が 37.7％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

  

15～19歳、 23.0 

20～24歳、 16.5 

25～29歳、 18.6 

30～34歳、 20.6 

35～39歳、 20.7 

答えたくない、
0.7 

（％）

男性、 37.7 

女性、 60.9 

その他（どちらともいえない、

わからない、答えたくない）、
1.4 

（％）

福山市こども・若者世代実態調査 結果速報（暫定値） 
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問３ 職業［単数回答］ 

 

○「正規の社員・職員・従業員」が 51.3％で最も高くなっています。次いで「学生」が 27.5%、「パー

ト・アルバイト」が 10.8％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

問４ 主に生計を立てている人［単数回答］ 

 

○「親」が 42.8％で最も高くなっています。次いで「あなた自身」が 30.5％、「配偶者・パートナー」

が 25.8％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

51.3 

27.5 

10.8 

3.8 

3.3 

1.0 

0.6 

0.1 

1.6 

0 10 20 30 40 50 60

正規の社員・職員・従業員

学生

パート・アルバイト

専業主婦・主夫

自営業・フリーランス

無職（仕事を探している）

無職（仕事を探していない）

家事手伝い

その他

（％）

42.8 

30.5 

25.8 

0.3 

0.3 

0.3 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50

親

あなた自身

配偶者・パートナー

きょうだい

他の家族や親戚

生活保護などを受けている

子

その他の人

（％）
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問５ 同居者の有無［単数回答］ 

 

○「いる」が 87.1％、「いない（一人暮らし）」が 12.9％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 
問５で同居者がいると回答した方を対象とした設問 

 

問６ 同居している方［複数回答］ 

 

○「親」が 52.0％で最も高くなっています。次いで「配偶者・パートナー」が 48.4％、「子」が 37.5％

となっています。 

 
【回答数：614件】 

 

 

  

いる, 87.1 

いない（一人暮らし）, 

12.9 

（％）

52.0 

48.4 

37.5 

33.1 

10.1 

1.0 

0 10 20 30 40 50 60

親

配偶者・パートナー

子

きょうだい

祖父母

その他

（％）
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問５で同居者がいると回答した方を対象とした設問 
 

問７ 同居者とのコミュニケーションの頻度［単数回答］ 

 

○「ほぼ毎日」が 95.4％で高くなっています。次いで「週に数回程度」が 4.2％となっています。 

 
【回答数：614件】 

 

 
問５で同居者がいると回答した方を対象とした設問 

 

問８ 同居者とのコミュニケーションの内容［単数回答］ 

 

○「何でも話せる」が 72.8％で最も高くなっています。次いで「雑談程度を話す」が 22.8％、「必要

最低限のことだけ話す」が 4.1％となっています。 

 
【回答数：614件】 

 

  

95.4 

4.2 

0.2 

0.0 

0.2 

0 20 40 60 80 100

ほぼ毎日

週に数回程度

月に数回程度

年に数回程度

まったくない

（％）

72.8 

22.8 

4.1 

0.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

何でも話せる

雑談程度を話す

必要最低限のことだけ話す

一切話さない

（％）
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問９ 関わりのある方［複数回答］ 

 

○「対面で会話をよくする」が 88.1％で最も高くなっています。次いで「楽しく話すことができる」

が 81.3％、「困った時は助けてくれる」が 68.2％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

問 10 外出の頻度［単数回答］ 

 

○「仕事や学校、家事等で週５日以上外出する」が 85.8％で最も高くなっています。次いで「仕事や

学校、家事等で週に３～４日外出する」が 6.8％、「ふだんは家にいるが、自分の趣味等に関する用

事のときだけ外出する」が 2.4％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

  

88.1 

81.3 

68.2 

57.4 

53.3 

51.9 

48.4 

0 20 40 60 80 100

対面で会話をよくする

楽しく話すことができる

困った時は助けてくれる

SNSや電話で会話をよくする

何でも悩みを相談できる

他の人には言えない本音を話せる

強いつながりを感じている

（％）

85.8 

6.8 

2.4 

1.7 

1.3 

1.1 

0.6 

0.3 

0 20 40 60 80 100

仕事や学校、家事等で週５日以上外出する

仕事や学校、家事等で週に３～４日外出する

ふだんは家にいるが、自分の趣味等に関する

用事のときだけ外出する

ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどに

は出かける

趣味や遊び等のために頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

自室からは出るが、家からは出ない

自室からはほとんど出ない

（％）



7 

 

問 11 自分には自分らしさというものがあると思うか［単数回答］ 

 

○「あてはまる」が 44.0％で最も高くなっています。次いで「どちらかといえばあてはまる」が 39.7％、

「どちらかといえばあてはまらない」が 11.2％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

問 12 自分の将来について［単数回答］ 

 

○「どちらかといえば希望がある」が 45.0％で最も高くなっています。次いで「どちらかといえば希

望がない」が 24.5％、「希望がある」が 22.1％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

  

あてはまる, 44.0 

どちらかといえば

あてはまる, 39.7 

どちらかといえば

あてはまらない, 

11.2 

あてはまらない, 5.1 

（％）

希望がある, 22.1 

どちらかといえば

希望がある, 45.0 

どちらかといえば

希望がない, 24.5 

希望がない, 8.4 

（％）
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問 13 悩みごとや心配ごと［複数回答］ 

 

○「将来のこと」が 54.6％で最も高くなっています。次いで「学費や生活費のこと」が 40.0％、「仕

事や職場のこと」が 36.7％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

  
54.6 

40.0 

36.7 

35.5 

25.4 

19.1 

17.2 

16.2 

14.8 

13.0 

9.8 

1.8 

2.4 

7.9 

0 10 20 30 40 50 60

将来のこと

学費や生活費のこと

仕事や職場のこと

自分のこと（性格、健康、性・容姿など）

子どものこと

勉強や進路のこと

就職のこと

恋愛のこと

親（保護者）のこと

配偶者・パートナーのこと

友人のこと

インターネットやSNS上のこと

その他

無回答

（％）
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問 14 悩みごとや心配ごとの相談相手［複数回答］ 

 

○「家族（親、きょうだい、祖父母、配偶者・パートナー、子ども、親戚など）が 71.2％で最も高く

なっています。次いで「友人・知人・交際相手」が 51.6％、「職場の同僚・上司」が 16.7％となっ

ています。 

 
【回答数：705件】 

 

  

71.2 

51.6 

16.7 

11.8 

5.1 

3.7 

3.4 

3.1 

2.7 

1.1 

0.6 

0.6 

0.4 

0.0 

1.0 

0 20 40 60 80

家族（親、きょうだい、祖父母、配偶者・

パートナー、子ども、親戚など）

友人・知人・交際相手

職場の同僚・上司

誰にも相談していない

相談する必要がない

インターネット・SNS上の人

学校や塾・習い事の先生

クラブ活動や部活動の先輩・後輩

病院・診療所

カウンセラー

国・県・市の相談窓口

民間の相談窓口

地域の人

当事者会・家族会

その他

（％）
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問 15 孤独であると感じること［単数回答］ 

 

○「ほとんどない」が 33.0％で最も高くなっています。次いで「ときどきある」が 32.3％、「ない」

が 30.9％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

問 16 知っている公的相談機関［複数回答］ 

 

○「警察」が 71.6％で最も高くなっています。次いで「福山公共職業安定所（ハローワーク）」が 56.5％、

「福山ネウボラ相談窓口「あのね」」が 38.7％となっています。 

 
【回答数：705件】 

  

ない, 30.9 

ほとんどない, 

33.0 

時々ある, 32.3 

常にある, 3.7 

（％）

71.6 

56.5 

38.7 

30.8 

28.7 

27.9 

25.7 

12.6 

10.4 

8.9 

6.7 

5.1 

4.3 

3.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

警察

福山公共職業安定所（ハローワーク）

福山ネウボラ相談窓口「あのね」

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワー

カー

こども家庭センター（児童相談所）

自殺予防いのちの電話

こころの健康電話相談

DVや離婚相談窓口「イコールふくやま相談室」

青少年・若者相談

教育相談センター

性的マイノリティ相談窓口「にじいろ電話相談」

少年サポートセンターふくやま

ふくやま地域若者サポートステーション

ひきこもり相談窓口「ふきのとう」

（％）
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問 17 問 16に記載している公的相談機関への相談経験の有無［単数回答］ 

 

○「ない」が 81.7％、「ある」が 18.3％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

問 17 で相談経験があると回答した方を対象とした設問 
 

問 18 相談機関を知ったきっかけ［単数回答］ 

 

○「インターネット（HP）」が 20.2％で最も高くなっています。「家族」が 18.6％、「学校の先生、職

場の上司・同僚など」が 15.5％となっています。 

 
【回答数：129件】 

 

ある, 18.3 

ない, 81.7 （％）

20.2 

18.6 

15.5 

12.4 

5.4 

5.4 

3.9 

2.3 

1.6 

0.0 

14.7 

0 10 20 30

インターネット（HP）

家族

学校の先生、職場の上司・同僚など

広報誌（広報ふくやまなど）

学校、職場からの配付物

ポスター、チラシ、掲示版

友人・知人・交際相手

その他のおとな（地域の人、塾・習い

ごとの先生など）

SNS（X（旧Twitter）やLINEなど）

町内の回覧板

その他

（％）
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問 17 で相談経験がないと回答した方を対象とした設問 
 

問 19 相談したことがない理由［複数回答］ 

 

○「相談する必要がない」が 55.2％で最も高くなっています。次いで「特に理由はない」が 23.3％、

「相談しても解決できないと思う」が 20.0％となっています。 

 
【回答数：576件】 

 

 

問 20 相談しやすい方法［複数回答］ 

 

○「LINEなどの SNS」が 62.8％で最も高くなっています。次いで「対面で直接」が 38.2％、「電話」

が 27.1％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

55.2 

23.3 

20.0 

12.0 

11.1 

8.9 

4.9 

4.7 

2.8 

2.3 

2.1 

2.3 

0 10 20 30 40 50 60

相談する必要がない

特に理由はない

相談しても解決できないと思う

公的な相談機関が何をしているかわからない

相手にうまく話せないと思う

何を聞かれるか、言われるか不安に思う

自分または家族のことを知られたくない

相談したことを人に知られたくない

お金がかかると思う

相談したい曜日・時間帯に公的な機関が対応し

ていない

公的な相談機関が近くにない

その他

（％）

62.8 

38.2 

27.1 

22.1 

17.3 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

LINEなどのSNS

対面で直接

電話

スマホやパソコンのメール

インターネットの掲示板やチャット

その他

（％）
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問 21 「居場所」とはどんなところだと思うか［複数回答］ 

 

○「落ち着いてくつろげる場所」が 72.3％で最も高くなっています。次いで「周りに気をつかわなく

ていい場所」が 53.2％、「好きなものがあったり、好きなことができる場所」が 36.5％となってい

ます。 

 
【回答数：705件】 

 

 

  

72.3 

53.2 

36.5 

32.8 

31.8 

19.4 

8.4 

4.4 

3.7 

3.3 

1.8 

1.7 

1.1 

0 20 40 60 80 100

落ち着いてくつろげる場所

周りに気をつかわなくていい場所

好きなものがあったり、好きなことができる場所

友人や親しい人とのつながりの中で安心していら

れる場所

自分ひとりで行けて、好きなだけいられる場所

自分のことを否定されたり、いやなことが起きな

い場所

自分の意見や希望を受け入れてもらえる場所

信頼できるスタッフがいる場所

おとなに指図されたり、強制されたりしない場所

色々なイベントがあり、自分の好きなものに参加

できる場所

色々な人と出会える場所

わからない

その他

（％）
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問 22 ここに居たいと感じる「居場所」があるか［単数回答］ 

 

○「ある」が 94.0％、「ない」が 6.0％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

問 22 でここに居たいと感じる「居場所」がないと回答した方を対象とした設問 
 

問 23 「居場所がない」理由［複数回答］ 

 

○「行きたい居場所がないため」が 66.7％で最も高くなっています。次いで「（行きたい場所はある

が）お金がかかるため」が 16.7％、「（行きたい場所はあるが）行くのに時間がかかるため」が 9.5％

となっています。 

 
【回答数：42件】 

 

 

  

ある, 94.0 

ない, 6.0 

（％）

66.7 

16.7 

9.5 

2.4 

11.9 

0 20 40 60 80

行きたい居場所がないため

（行きたい場所はあるが）お金がかかる

ため

（行きたい場所はあるが）行くのに時間

がかかるため

（行きたい場所はあるが、その場所の）

開いている日時が合わないため

その他

（％）
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問 24 
居場所が「ある」方にとっての「居場所」 

居場所が「ない」方にとってのここに居たいと思う「居場所」［複数回答］ 

 

○「自分の部屋」が 66.5％で最も高くなっています。次いで「家族が集まる場所（リビング・親戚の

家など）」が 60.4％、「職場」が 11.9％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

問 25 こども・若者世代の居場所づくりにおいて、福山市に求めることや期待すること［自由記入］ 

 

※整理中 

 

 

 

 

 

  

66.5 

60.4 

11.9 

10.4 

8.1 

7.1 

6.5 

5.1 

5.0 

3.5 

3.3 

0.9 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分の部屋

家族が集まる場所（リビング・親戚の家など）

職場

インターネット空間（SNS・動画サイト・オンラ

インゲームなど）

友人の家

学校（教室・図書室など）

趣味の集まり（団体、サークルなど）

飲食店（カフェ、ファミレス、ファストフード

店、居酒屋など）

エンターテインメント施設（ゲームセンター・カ

ラオケボックス・ネットカフェなど）

クラブ活動・部活動の場所

地域にある公共施設（図書館・交流館・公園な

ど）

塾や習い事の場所

その他

（％）
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問 26 福山市の住みやすさ［単数回答］ 

 

○「住みやすい」が 71.6％で最も高くなっています。次いで「住みにくい」が 14.2％、「とても住み

やすい」が 11.3％となっています。 

 
【回答数：705件】 

 

 

問 27 福山市への居住意向［単数回答］ 

 

○「住み続けたい」が 37.2％で最も高くなっています。次いで「どちらとも言えない」が 30.9％、

「一旦離れてもいつかは福山市に戻って住みたい」が 19.1％となっています。   

 
【回答数：705件】 

 

  

とても住みやすい, 

11.3 

住みやすい, 71.6 

住みにくい, 14.2 

とても住みにくい, 

2.8 

（％）

住み続けたい, 

37.2 

一旦離れてもいつかは福山市に

戻って住みたい, 19.1 

住み続けたくない, 

10.4 

どちらとも言えない, 

30.9 

その他, 2.4 

（％）
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問 28 福山市が魅力的なまちになるために重要なこと［複数回答］ 

 

○「子育て環境・支援の充実」が 39.4％で最も高くなっています。次いで「楽しむことができる施設

やイベントの充実」が 37.3％、「道路・バス・鉄道など交通の利便性の向上」が 34.3％となってい

ます。 

 
【回答数：705件】 

 

 

39.4 

37.3 

34.3 

32.8 

21.3 

16.9 

15.6 

15.0 

9.1 

8.8 

7.8 

6.7 
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4.0 

0 10 20 30 40

子育て環境・支援の充実

楽しむことができる施設やイベントの充実

道路・バス・鉄道など交通の利便性の向上

福山駅周辺のにぎわい創出

観光地としての魅力の向上

医療提供体制の強化

ワーク・ライフ・バランスが実現できる働き方の

推進

教育環境の充実

防災・減災、防犯・交通安全など安心・安全なま

ちづくりの推進

安定した雇用機会や誰もが活躍できる多様な就業

環境づくり

結婚を希望する人に寄り添った支援の充実

高齢者や障がい者等への支援の充実

スポーツを行う・触れ合う機会の充実

多様性（人種や国籍、性別、年齢、障がい、宗

教、価値観など）が受け入れられる環境の創出

地域の歴史・文化の保全・活用の促進

悩みや困ったことを相談できる場の提供

いろいろな世代の人とふれあいや交流の提供（地

域コミュニティの充実）

その他

（％）


